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研究成果の概要（和文）：武力紛争に伴う国家の領域的まとまりの喪失という問題を、マルチエージェント・シミュレ
ーション(以下MAS)と地理情報システム(以下GIS)を統合的に活用することで実験的に分析してきた。 特に、本研究で
は、スーダンやソマリアといった北東アフリカ地域の国々を事例に、国境を越える様々なアクターからの影響(たとえ
ば、財政援助、平和構築活動、ゲリラ浸透など)が紛争の空間動態にいかに作用するかに焦点をあてた分析を行ってき
た。研究成果は、いくつかの学術論文や学会報告のかたちで公表されたほか、国境を越える相互作用を取り込みながら
紛争を分析できるMASモデルが、学術上の資産として残された。

研究成果の概要（英文）：In this project, I analyzed civil conflicts and the accompanying state 
disintegration in Northeast African countries (e.g., Sudan, Somalia) with a distinctive focus on the 
roles of outside actors (from guerrilla infiltration to international peace-making efforts). A unique 
combination of methodologies (multi-agent simulation (MAS) and geographic information system (GIS)) 
enabled empirically relevant as well as policy-oriented research on these phenomena.The three-year 
research produced published academic works along with an enhanced MAS model of civil conflict, which can 
be a powerful tool for understanding as well as managing conflict dynamics. The academic publications 
include a book chapter on civil conflicts in Sudan and a co-authored working paper about the state 
collapse and reconstruction in Somalia.

研究分野：国際関係論
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) 国際政治学において主権国家の「破綻」
「崩壊」が問題化されるようになって久しい。
なかでも、それをもっとも明瞭なかたちでも
たらす国内武力紛争は多くの研究者の関心
を集め、無数の理論・実証分析を生み出して
きた。だが、これら一連の研究は、最も基本
的な問題を事実上無視してきた。それは、国
家の領域性をいかに取り扱うかということ
である。国内紛争は本来的に国家の領域上で
拡大したり縮退したりする時空間的な現象
であり、その動態は国家の空間的な構成から
強い影響を受けていると考えられる。空間上
に分布する多数のアクター（政府、反乱組織
や住民）が展開するこうした相互作用を理論
化し推論を展開するのは容易ではなく、また
この相互作用を規定する個別国家の空間構
成（住民の人口や属性の分布など）を捉える
には、地理空間情報を扱う高度なデータ処理
技術が求められる。しかし先行する紛争研究
は、紛争の開始・持続・終結といった非空間
的な側面にのみ目を向け、上述のような空間
的側面の明示的な取り扱いを総じて回避し
てきた。既存の研究が抱えるこうした限界や
問題点は、近年指摘されるようになり、紛争
を「空間的に分解する」ことが強く求められ
るようになってきた。 
 
(2) 研究代表者は、従来から国家の領域性の
重要性に注目し、「紛争の空間的な分解」を
強力に推し進めてきた。そのために依拠した
方法論が、マルチエージェント・シミュレー
ション（以下MAS）と地理情報システム（以
下 GIS）であり、前者は空間上に分布する多
主体間の局所的な相互作用を形式化するの
に優れ、後者は地理空間情報を扱うのに力を
発揮する。近年の紛争研究において、これら
のツールを個別的に適用している事例が散
見されるようになってきたが、研究代表者の
研究の際だった特徴は、双方を統合的に組み
合わせている点にある。すなわち、民族・宗
教分布や人口分布等の GIS データを介して
現実の主権国家と対応付けた仮想国家の領
域上で、MAS の技法によって、組織や住民
の間に政治的・軍事的な相互作用を展開させ、
紛争の空間的な広がりおよびそれに伴う国
家の領域的な分裂の動態をシミュレートす
るというものである。研究代表者は、こうし
た手法に依拠して、エチオピア、エリトリア、
ソマリア、スーダン、ケニアといった北東ア
フリカの国々を事例にした、紛争と国家破綻
のシミュレーションを行ってきた。 
 
(3) このような先端的な試みは、著作『領域
統治の統合と分裂：北東アフリカ諸国を事例
とするマルチエージェント・シミュレーショ
ン分析』(2011年)をはじめ、一定の研究上の
成果を生み出したが、他方で課題も見えてき
た。その最大のものが、国境をまたぐ組織（近

隣諸国の政府や反政府武装組織など非国家
集団）からの、あるいは社会的集団（国境を
またいで分布する民族集団など）からの影響
を仮想国家のなかでいかに取り扱うのかと
いう点である。従来の仮想国家が依拠するデ
ータ、モデルは、国ごとに国境内で完結して
おり、こうした影響を明示的に取り込める仕
様になっていない。研究代表者が対象とする
北東アフリカ諸国のように、国境の浸透性が
きわめて高く、さまざまな紛争の事例（たと
えばダルフール紛争）が国境外からの影響と
不可分に結びついている事実を考慮すれば、
その限界は明らかであった。 
 
２．研究の目的 
 
(1) 本研究課題（以下「本研究」）は、直接に
は、上記のような課題の克服を目的としてい
る。すなわち、(1) 越境関係を明示的に取り
扱えるように仮想国家のプラットフォーム
を拡張・精緻化した上で、主に北東アフリカ
の国々を事例に、（2）実際に GISデータを国
境をまたいで連結させて、越境関係が国内紛
争の動態に作用することをシミュレーショ
ンを通じて実証的に示すとともに、（3）この
関係が国家の破綻やそこからの脱却にいか
なる影響を及ぼすのかを包括的に検証する
シミュレーションを行うことである。 
 
(2) また、上述した経緯から明らかなように、
越境関係と国家破綻をめぐるこの取り組み
は、それ自体で完結するものではない。むし
ろそれは、既存の仮想国家の研究プラットフ
ォームをさらに大きく強固にしていくため
の重要な一歩である。そのため、地域研究者
や実務家などからのデータやモデルに対す
るフィードバックを積極的に反映させなが
ら、理論構築から政策評価まで多様な目的に
資する国家破綻と紛争の研究基盤を構築し
ていきたい。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究を支えるプラットフォームは、コン
ピュータのなかに構築された仮想国家であ
る。それは、二次元空間で表現される領域、
そこに分布する文化的・社会的に多様な多数
の住民、これらを統治する中央政府によって
構成される。仮想国家と現実国家との対応は、
前者における住民や政府の属性を、後者から
得た GIS データ（民族分布・宗教分布・人口
分布など）やその他の実データ（政府の支持
基盤など）に基づいて決定することで担保さ
れる。こうして構成された仮想国家の領域上
に多数の潜在的反政府組織を配置し、これら
と中央政府との間に領域・住民の支配をめぐ
る政治的・軍事的競合を惹起する。そして、
この競合の過程で顕在化する紛争の空間的
な拡大・縮退、それに伴う当該国家の領域秩
序の変動を観察し分析する。 



 
 
４．研究成果 
 
(1) 三年にわたる本研究の成果は多岐にわ
たるが、「仮想国家のプラットフォームとデ
ータの拡充」「仮想国家上での政策シミュレ
ーションの広範な実施」「研究成果の発信と
交流の推進」の三点にまとめることができる。
以下順に通覧する。 
 
(2) 特に初年度の 2012 年度において、研究
基盤の整備を集中的に行った結果、仮想国家
のプラットフォームとこれを支えるデータ
の内容が大幅に拡充された。具体的には、シ
ミュレーションのインプットとして用いる
北東アフリカ各国の民族・宗教分布、人口分
布などの GIS データを、互いに接合すること
で、複数の仮想国家の相互関係・相互作用を
シミュレーションに明示的に組み込めるよ
うになった（図１参照）。また、これに対応
して、MAS モデルの仕様の変更や拡張も行い、
たとえば、社会集団や政治集団を仮想国家の
領域外に沿って固定的に配置する「境界条
件」を加えたシミュレーションを行うことが
できるようになった（図 2 参照）。こうした
研究基盤の拡充は、モデルやデータの他の改
良・拡張とともに、JICA 研究所などの研究会
の場で実務者や地域研究者の助言も得なか
がら行った。一連の結果は、同研究所のワー
キングペーパー”Conflict Analysis in 
Virtual States (CAVS): A New Experimental 
Method Based on the Extensive Use of 
Multi-Agent Simulation (MAS) and 
Geographical Information System 
(GIS)”(2013 年)として公刊され、そこに、
拡張された MASモデルと GISデータの仕様の
詳細が記載されている。このようにして拡充
された仮想国家のプラットフォームは、北東
アフリカ以外の他の事例への拡張を容易に
行える柔軟性や拡張性を備えており、国家破
綻や紛争をめぐる研究一般にとっても、有益
な学術的資産となるはずである。 

 
図１：北東アフリカ諸国民族分布 GIS データ 

図２：複数仮想国家での紛争シミュレーショ
ン並列実行画面 
 
(3) このように強化された仮想国家のプラ
ットフォーム上で集中的に行ったのは、北東
アフリカ諸国における国家建設や平和構築
を念頭に置いた、政策指向性の高いシミュレ
ーションであった。すでに著書『領域統治の
統合と分裂』において示した通り、歴史的に
観察されたこれらの国々の武力紛争や国家
破綻の多様なダイナミクスは、仮想国家上に
おいて概ね再現されていた。本研究では、そ
れをふまえて、いかなる政策的処方箋や制度
設計が、平和と国家の統合をもたらしうるの
かが検証された。具体的には、スーダンやソ
マリアといった国を対象に、政府の多元主義
化や分権化、さらには一部地域の分離独立と
行った政策オプションが当該国の領域統治
の動態にいかなる変化をもたらすのかを、実
際にこうしたオプションを仮想国家に導入
することによって分析した（図３参照）。そ
の結果、たとえば、スーダンの中央政府にお
ける多元主義の導入が、同国の分裂傾向を必
ずしも緩和しないなど、示唆的で、しばしば
直観に反する結果が得られたのである。これ
ら一連のシミュレーションとその結果は、
「スーダンの持続的平和のためのマルチエ
ージェント・シミュレーション」（2014 年、
山影進編著『アナーキーな社会の混沌と秩
序：マルチエージェント国際関係論のフロン
ティア』所収）および’ Multi-Agent 
Simulation of State Collapse and 
Reconstruction: Analyzing the Past and the 
Future of Somalia’（2015 年、遠藤貢東京
大学教授との共著論文）のなかで詳細に報告
されている。 

図３：ソマリア北西部（ソマリランド）の分
離独立の影響を検証するシミュレーション 



 
(4) 最後に、本研究の遂行および成果公開の
過程でさまざまな研究上の交流がなされた
点も、本研究がもたらした有益な資産として
特筆される。特に、研究期間中は、地域研究
者・実務家との交流の機会を積極的に求め、
さまざまな有益な助言やアイデアを得るこ
とができた。2013 年 5月の日本アフリカ学会
第 50 回学術大会特別フォーラムにおいて、
人類学や経済学、歴史学といった多様なバッ
クグラウンドを持つ若手のアフリカ研究者
とともに、研究発表を行ったことは、こうし
た点で大きな意義を持っている。また、2014
年度後半からは、MAS や GIS を活用した紛争
研究で知られるスイスの連邦工科大学チュ
ーリッヒ校（ETH）に滞在する機会を得て、
武力紛争をはじめとする多様な分野の研究
者と積極的に交流を図った。さらに、仮想国
家を用いた紛争と国家破綻の研究を包括的
に紹介する英文の論文の公刊、一般向けの連
続セミナー（アジア経済研究所・東京大学大
学院総合文化研究科「人間の安全保障」プロ
グラム・東京大学グローバル地域研究機構ア
フリカ地域研究センター主催「TICAD V のた
めのアフリカ開発講座」）での研究内容の紹
介など、研究成果の発信と還元も広範に行っ
た。 
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